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阿寒J鳴動調査報告

大野 譲*・南喜一郎*

1951年(昭和 26年)7.月 31日相当激しい鳴動が阿寒湖時友らびに阿寒川に沿う一帯の住民を

驚かせた。との現象はかつて 1927年(昭和2年)5月以後まさに 24年月にあたり阿寒地方とし

てはきわめてまれなるものであったお。芳1回以後不規則な欣況で鳴動ならびに地震が発生したが雌

阿寒岳あるいはその他の火山ならび、に温泉などにはなんら変化は現れす~9 月にはいった。この月の

17日にも活溌左鳴動 (78回中振動を伴うもの 8回)が起人一部の住民には雌阿寒再爆発(歴史

上爆発記録はない)のうわさまで出るようになに住民の不安は増大し?と。 10月にはいてからは

弐芳にその活動も表徴じ3 だいたい 9月中旬を最盛期として現在にいたっている。著者‘は 8月に雌

阿寒岳烏よび附近の温泉り踏査を行ったほか 10月下旬には現地に地震計を設置し地震観測を実砲

した。本稿はとれらを一括じて阿寒鳴動の調査報告として以下に述べる。

S 1.位置および地形

阿寒湖を含む阿寒湖盆，

は帯広3 北見， ~Il路の主

国境附近に位置い知床

宇島を遁りf4;jVBに延び、て

いる千島火山脈の西南端

に位置している 0，

との附近降存在する火

山を一括して阿寒山群と?

呼んでいる。阿寒カルデ

ラは 800m""100m程度

の山に図まれた不規則友

務円形問地で3 その成因

は現在のところ南方は陥

浸，寸b方は沈降によって
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生成された「エンカJ型カルデラと考えられているo また上記の陥波s 沈降の反動現象としてカル

lfig. 1 

* 札幌管区気象台観測課
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たものと考えられている(芳1図3芳2図参照)0

~ 2. 踏査概況

8月9日，.....，10日の両日雌阿寒岳

ゐよび、その阿逗の踏査を行った。 9

日阿寒湖庫j互に到着，p-付近の温泉温度

を観測したところ 3 山浦肱館内湯

58
0

0，神社e裏湯元 6400を得た。ま

た湖時から北東 500m附近にある

泥火山ボッナの測湿結果は 8600，.....，

95
0

0 を示した'0 これらの温泉3 泥

，火山の活動欣況は平常と別に臭った

ことはなしまた温度の変化も認め

られなかった(芳3図参照)。

時 寺院

デラの北東から南西に横切る弱線に沼Jって雄

阿寒3 ブレベツ岳s 雌阿寒岳があり西方の弱

線に沼」ってアップシが並び3 ちょうどその交

点に雌阿寒岳があるo雌阿寒岳の南側にこれ

らの火山群の最後の噴出として阿寒富士があ

る。カルデラの南壁を切って阿寒川が南に向

って流れてゐにまた，南壁の北側にで、きた

，断居が白水)11とえzって西から束に流れピリカ

ネップで阿寒川に合流しているo この地方の

地質構造としては基底に凝友岩居が見られ，

その上部に玄武岩手守よび、玄武岩質安山岩熔岩

流の存在があるととから，むそらく芳ヨ紀末

葉の変動期に，最初3 安山岩質の火山活動が

あれその後，塩基性熔岩が多量に噴出され

f可思5fiB畔附註梓tffifr圏

O .500 '000門

Fig. 3 

10日午前5時湖呼を出発雌阿寒岳に向う。途中，地形撮影あるいは温泉，硫気子しの測溢をなす，

その手まもなものを次に記す(芳4図参照)。

a) .1042 m 南ろく附近

!日爆裂大口に多数の硫気孔(直径 2~5cm)があん噴気力はあまり強くえにく徴弱であった。
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阿寒鳴動調査報告一一大野・南

硫気孔温度 960---9700

湧出温泉・ 4700

b)、中央火口丘

阿寒火山の主体をなし，主重式火

山で3 その火口の南西端に蒔いて激

しい硫気活動を行い3 噴煙住友白色

ととろどころ椅黄白色を混えてい

るDこれらの硫気孔中最大のものは，

直径 3"-'4mに及ぶもので，多量の

硫黄給品を析出している o硫気孔温

度は 980"-'9900で、3 ぼ Yこの附近

の高度 (1100m)にj::;.ける沸騰点を

示している(附図参照)。

c) 栄火口

批監阿寒缶肘11立回各国

Fig. 4 

41 弓kH

雌阿寒火山最高峰にできた火口で，基底から約 300mぐらいである D 火口は西側は深く，東側

に浅いごづの火口からできてゐ丸東側の火口壁にほところどころ激しい硫気活動を続けてゐり青

沼附近の硫気孔温度は 157
0
00---16600 を得た。阿寒富士は現在全く活動を終了したようであるが

山頂東部には表面温度 470"-'5000の部分もある(附図参照〉。

!帰路は雌阿寒四方山ろくの野中温泉で温泉温度の観測の結果 4200を得た。一方，フレベツ岳北

側の能川温泉(現在は泥火山〉では 9700で、あった。lr.ゐ 10月 31.日ピリカネッフ・から白水川に沿

って上流域附近の踏査を行ったが3 特別の異欣は認められなかった。

以上の踏査で‘は3 雌阿寒岳ゐよび、その周辺の地形あるいは温泉などに関ずる特殊な変化は見ら牝

す~今回の鳴動現象が直接地表面の諸現象の変化として現れていないように考察された。

S 3. 鳴動獄況

鳴動の発生紙況は主として 7月下旬から 10月上旬の!日1のものでP その可諒;域あるいは振動の有

感域は阿寒湖呼部落ゐよぴピリカネップ附近を主とし持に顕著友ものは阿寒川下流の飽別附近

にまで及んで、いる o

下記の記録は主として~ i胡i呼部落ゐ上びピリカネップ附近の住民の話を牧集したもので3 人体感

覚による観測のためある程度の差異は多少あるが3 鳴動の大勢をはあくするには充分で、あろう。

鳴動記録 1951 年 7 月 31 日，....，1951 年 10 月 20 日~ 7 月 31 日 31日ミから 5 時のN，IJ~ 相当激し

い鳴動(震動を伴う〉があった。その欣況は怒とうの押し寄せて湿り過ぎるl惑があーった。震度は弱震
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ぐ短厨期のもの)詳:度で部落民は大部分戸外に:Ji志向じた口

8 月 1 日 ~8 8"鳴動が左かった。

，8月9日 12時ごろ，鳴動(震動を伶う〉があり，砲声に似ていて3 震動は微震または軽震程度。

8月 10日 12時ごろ3 鳴動があり，震動を件った。

8月 11日夜宇3 鳴動(微弱〉があり，軽震程度の短周期震動を件った。

8月 12 日 ~14 8..鳴動が友かった0

3月 15日阿寒湖滝口(阿寒川に落ちる所〉に3まいて鳴動を聞いーた占

8 月 16 日 ~29 S，異常がZどいD

8月 30日鳴動犬，震動を伶った0

8 月 31 日 ~9 月初日，静かであった。

9 月 1~ 8，鳴動大なるもの2回3 震動を件った0

9月 12目。時ごろ，鳴動(徴弱)があり:，9 n寺ごろ震動を件った鳴動(微弱)があり，-19時ごろ中

程度の鳴動があったロ

9月 13日s 静かであった。

9月，14日，鳴動(弱〉が1回あった

9月 15日3n寺ごろ，戸外に飛出す程度の震動を件い3 鳴動があった0

9月 16日3 静穏

9月 17日 14時から 22f1寺の問3 地震を伴う鳴動大なるもの 8回9 地震を作わない1¥鳥動大友る

ものゲ回3 鳴動弱いもの 5回，鳴動徴弱なるもの 12図。

9月 18日午前中3 鳴動弱いもの 4--5問。

9月.19日，静穏白

; .9月 20.日8U寺ごろ"中程度。鳴動が3回。 16時 30分ごろ鳴動があった0

9月 21日，静穏D

9月 22日2時，，-，3時の間3 鳴主uがあった。

9月"23日 1時 30分から・6時の間ν震動を件う鳴動犬なるものが 14.回， 嶋動弱いものが 12

回ぷ鳴動弱いものが 18回，鳴動微弱えどものが'40.回。とのときに震動は上下動のほかに水平動も

あった。震度は最犬のもので，軽震(強い方〉程度であった。

切f月.27:::;8:~2三時ごろミ:中程度の鳴動があった。 / 

9}1" 30<日 23fl寺・ 30!:分:ごろ一地震を伴う鳴動が3"図。鳴車j犬なるものが2図。鳴動弱いもの3

が図。:._，:" i' 

10月18"--'2.日静穏。
-〆F
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阿寒鳴動調査報告一一大野・南

10月8日 10時ごろ弱い鳴動が 3 回~ 13時ごろ，上下動の震動を伶う鳴動大友るものがあった。

10月4日---20日，静穏。

10月 21.8 21時 30分ごろ弱い鳴動があった。

鳴動観測記録:

ととの示す観測記録は北海道大学地質学教室の勝井氏が湖咋滞在中，たまたま，この好機に出会

い3 観測された重要夜資料で、ある(芳 1 表〉。観測期聞は 9 月 17 日 14 時 40 分~22 ff寺 43分の

聞であった。表中の程度は芸大の区分によっている o

犬 ー 鳴動が犬で，短周期の震動をイ宇う。

中 鳴動が犬きいが震動を伶わない。

弱 明りように聞きとれるが3 弱<~遠雷に似ている D

微 かずかに聞える程度。

ヌト 1 三毛

|程度
発 現 賢岳 現 時

No. 記 事
h m S s 

1 14 40 40 中 25 H5 。3 15 易量 .. 
2 11 40 30 rp 26 11 04 :"50 

3 グ 42 一 大 弱軽震震又は 27 グ 06 30 易量

4 グ 42 35 話若 28 11 07 33 グ

5 グ 42 50 大 軽震 29 11 09 15 !I 

6 11 44 一 諸君 30 !I 09 40 グ

7 11 44 30 グ 31 !I 10 10 グ

8 グ .45 一 グ '32 11 11 10 !I 

9 グ 45 15 グ 33 11 12 12 グ

10 11 45 30 " 34 グ 13 33 グ

11 グ 46 一 グ 35 グ 13 40 グ

12 グ 47 一 グ 36 グ 17 57' グ

13 グ 47 35 グ 37 !I 20 85 p 

14 11 47 ， 45 グ 38 !I 21 20 ゾミ 軽 1

15 グ 48 15 /1 39 グ 26 13 易若

16 /1 55 グ グ 40 1/ 31 25 微
ー

-17 グ '53 30 グ 41 グ 36 15 グ

18 グ 58 一 1/ 42 グ 49 05 

19 グ 58 10 グ 43 1/ 49 20 若君

20 グ
4 58 20 グ 44 16 25 15 1/ 

21 グ 59 一 /1 45 グ 26 20 1/ 

22 グ 59 10 /1 46 グ 48 05 ノグ

23 15 OL 50 グ 47 グ 48 20 

24 グ 01 55 グ 48 1/ 51 25 易若
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その現れ方にはほ震動の発生紙況はだいたい 9月 17日"'-'23日の聞を最盛期としてゴなに

げ 6日周期がみられるようである Q

震動の音響は3 普通「プーゴ-Jと怒とうの押し寄せるようなものであり 3

a) 

あるときは，

「ドロドロ」と遠雷または遠方の砲声音のようなものであった。

震動の可思域は，おりj呼域は湖畔ゐよび、ピリガネツプ附近s 時としては3 阿寒川の中統成にま

b) 

c) 

で達した。 tc.だし雌阿寒岳の西側の野中温泉ゐよび足寄方面で，これらを聴取していえにいのは3 奇

異に感ゃるのであるが， 1927年の震動の際にも同様の現象であったととが3 文献に浅されている。

震動の際生宇る震動は3 主としτ短周期の--'::下動のよう友もので3 衝撃前で震動i時間は 2'"'-'d) 

3秒程J支である o

震動有感域は震動の場合とほ r~f同様で、あるが3 阿寒川に泊」つては3 飽別附近まで、も震動を感

この2点にお

じている。

震度は湖呼ゐよび、ピカリネップで最大で3 弱震或はそれより精強い程度のもので，

ける震動の張さはよく似ている

え主3む阿寒川中流域の飽月IJ(湖呼南方 15km)ではs 軽震程度の地震を感じている O

10月 26日から 11月3日までの問3 今回の震動源を決定するために， ; i胡呼，

飽月IJの各地点で石本式徴動計による地震観測を実施した。ただし地震計は 1台だけであったので3

- 104-
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上記の3地点で寸く々に観測を実地した。次にその観測欣況ゐよびその観測結果を述べる o

・a)-観測1f}¥況

阿寒湖;咋の観測期間は 4日間で管林署所属雄岳荘内のコンクリート張りのPJrを利用した。微動計

常数は基本倍率 160~ 回有周期 0.98 秒，制振度企 0 とし発生地震の短周期性を考慮して記象紙

の1分間のお;くりを 98.8mmとした。器械の成分方向は N380E に取った。 この期間中3 地震

を観測し得たのはわヂかに2回であった。

ピリカネップの観測期間は 3日間であったがp 地震計台として過当のコンクリ{ト台がないため

止むを得守地面に直接すえつけたことは観測上非常に不適当で、あにこのことが最大の原因でもあ

ろうが3 この期間中3 全然地震を記録することがで、きなかった。え丈島地震計常数は3 基本倍率 180

間有周期 0.98秒， ililJ振度 3.5，1分間の長さは 94.6mmであった。

飽別の観測は岩手械の不調と場所的えに不利のために不成功に終った。ただし飽別は湖呼から阿寒川

を下ること;約 16kmの所にある。

b) 観測表

ー上記の地震で気付いた点

は3 一般にP波のはじま'り

は微動であり s相はPの

部分に比較して制令明りょ

うである o pから 3秒、ぐら

いのところに去而波らしい

長周期の相が現れている o

全体の型から 3 するとやや

深い地震の型をしている o

三ト 2 表

附 2鎚8日附時頃 l 附 2叩
I ，~- _ L I .~. _"n I p 治か込 λの 11 :_ 1 今 1 .~ "，，"; 1 piJ>. 九

剥祁:} I 振 Iけ巾jJ川1)周司 期 | ノ 11 相 ! 振 1111 周 j期切 | リi J)J.， '1' I'''J 7") I 時 n~ 11 '111 t = '1' I I"J ， :;;1) 1時 間
一-sec ep 一一 μ 一-sec 一一sec

-el I 0.6 0.37 S 1.7 1.28 

S 1.1 0.12 1.25 M 2.2 0.17 1.38 

MI  2.2 0.15 1.65 el 1.4 0.33 2.80 

11 2.1 0.33 1. 70 E 一 17.10 

12 1.9 3.18 

e2 1.4 一 3.97 

E 一 13.00 

c) 地震記象 (巻頭写真参照)

S 5. 地震動の計測学的考察

今回の鳴動源の決定について3 地震動の計測学的な方商から考察を進める D まで問自動源の決定に

関係ある記録を次に掲げる oこれらの事項はわやかであるが3 非常に重要な諸点が考えられる o

自(1) 震度分布は主として湖畔ゐよびピリカネッフ・3 阿寒川に沿う地域であり h 震動の程度は3

4 往々住民の話を綜・合すると湖畔とピリカネップではほぼ同程度の強さのものを感じていることから

鳴動源はこれらの 2地点からほぼ等距離にあると考えられる D

(2) 雌阿寒岳西側の野中温泉長よび足寄方面では鳴動3 あるいは震動を感じていないから3 そ

の，源はむしろ雌・阿寒岳本体から東方阿寒川寄りの方に存在するであろう b
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Fig. 5 

(3 );r雄阿寒s アνペツ3 雌阿寒

を結ぶひとつの構造線上にそり鳴動

源が存在すると考えるのは無理では

たかるう。

ヨえに地震記象から得られた資料比

より考察を準めてみる o

(a) 初期微動時間による方法'

3地点の P・8 の資料が符・られた

ならぽj その震源は決定されるがr

4湖畔で観測された2回の資料だけで.

はこの方法によることは非常に無理

を感宇る。震央距離係数の決定に当

つては3 かつて震研の水上氏が有珠

岳附近の地震について算出した係数

2.4をそのまま使用すると 3 震央距離は約 3kmとなし前記諸事項とともに考察すると 3 鳴動

源は「イタ Jレイカオマナ f沢」の上流域と友る(矛5図参照)口

、CAldet乱帖lL

y 
ワ、 6.10 ヨ

Kr叶

ヲ=15。

Fig. Ei 

X 

Q>r、、、

(b)-地震波解析による方法

ま宇、この方訟を行う前にとの附近の地下構造の扶態をヨえのように考える(芳6図参照)。

ます=図にあるよ，うに湖呼から S15
0

W 方向に切るひとつの断固を作る o 阿寒カルデラの生成時

にできた商とじて3 カルデラ壁と白水川断層部主同一面内rc含む傾斜 150'-"200の角度を持った不
連続面を考えた。との面の下居は阿寒火山群の基底として空白望期あるいは新王子3紀に生成され，

土居はその後の火山噴出物で:to-jまわれるものと考え，鳴動源をこの不連続面附近にあると仮定した。

ζのような震源位置からs 直接波，屈折波が観測点に到達寸るものとして，上居に会ける P波&
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波の速度を訟の訟の 2.5kmJ sec， 1. 5 kmJ sec下居にゐけるそれを 5.8kmJsec，2.5kmJsec ど

した口いままでにPからの時間をとり横軸 旬以

ーに震央距離を取に震央距離を種々に変えた

:場合の P~S， P'"'-'S， p---p の関係を求める

と，芳7図のようになる o いまよ観測表中3

10月 28日 18時 11分ごろの地震につい

て sはそのままとし，、 il を Sに対応する

ものとして3 その観測値を芳7図にプロット

すると 3 震央距離を 4.5kinとした場合に最

もよくこれらを満足するととから，震動涼は

湖畔から 4.5km，深さは湖面下約 800mと

なる o 乙の地点はちょうどアレベツ岳東側附

0.50寸1.5

近になる附図参照〉。いま上記のように 111 
仮定した場合のs 実測値と計算値とを比較す δ 

ると次去のようになる。

支ト 3 表 S 6. ー殻考察

孟 "M

~.=4.5不T

l:!"'ig~ 7 

今回の鳴動の原図的危問題を各方面から考察すると 3 がって

P--S 

P--et 

P--i1 

1927年5月に今回と伺様な現象がこの附近に発生した。当時

間中館秀三博士はその原因を阿寒カルデラ生成時にできた裂i東.

である白水川谷内にゐき3 断居線上に発生するものとしている、

が3 当時の記録1主主として「ピリカネップ」の観測を
q

唯一の資料としたものであった。今回の調査

では3 湖呼のほかに， rピリヵネップ」の観測の資料£よぴ器械観測の資料も加えて鳴動源の決定

に当っていることは過去の調査よりも幾分その精度が高いものと考える。しかし，一方3 過去の調

査と類似する点は， 1雌阿寒岳西方山ろくの野中温泉ゐよび足寄方面にそのi鳴動会よび地震現象が観

測されていない事実である。今回の調査の結論としで，震動源の位置をブレベツ岳東側の地下不連

続面附近に決定したことはその原因が3 雄阿寒3 ブレペツ岳，雌阿寒岳を結ぶ構造線上に問題を置

くことが最もまさ当であると考えたことによる o また，とれら火山群の下部に3去のゐり岩しよ aうだま

りの存在を仮定し得る友らぼ，前記構造線上民連鎖、:i{;たに岩しようだまりが存在し3 今回そのひとつ

が活動を起したものと推論されるであろう o しかし3 鳴動発生の機構ゐよび、地震動の発生について

は現在全然手をふれることはでき宇，今後3ζれらに関する精密な観測が注されなければ左らない。
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阿寒地方の鳴動は非常にまれにみる現象で，前回の調査でも」その鳴動源を椛実につきとめるこ

とができなかった。今回は地震計による観測も合わせ行ったが，決定的な資料を得るまでにはいた

ら友かった。それで、札その位置を決定することができた。 思うに， 9月中旬ごろ3 鳴動最盛期に

器械観測を実施し得たならぽ3 さらに詳細な結果を出し得たであろう。

以上の調査に当って3 踏査ゐよび地震観測実拾に種々と御便宜を計づでくださった藤原母1)路測候

所長，いろいろと有盆な御助言をいただいた北大理学部教授石川俊夫氏，貴重注記録を提供しでい.

ただいた北大理学部目安井義雄氏s 湖呼の山口柴一氏に厚く御礼申しJ:vずる D
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The In vestiga tion of七heRUlll Lling of Mも.Akan 

Y. ONO and K. MTNAMT (SαppMO Dist. Gent. Met. Obs.) 

This is the report of the explora七ionof the region of Volcano Akan， Hokkaido， -where the 

J:umblings began on July 31， 1951 and became mo前 activein September. In Augu凶 hot 日pr・

ings， solfatara and rumblings were observed， and in Octoberもheseismic observations by porもable

seismograth were made. 
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